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乗員計画破綻による大量欠航便問題 

スカイマーク乗員組合の指摘や要請を無視し続ける 

スカイマーク西久保社長 
 

スカイマーク乗員組合は結成依頼、プロパー機長の養成促進等の乗員計画問題や乗員不足による過酷な

勤務条件の緩和、整備体制等の安全問題、低賃金の改善等について要求し繰り返し団体交渉開催を要請し

てきています。さらに本年３月には団体交渉開催に向けた労働委員会斡旋に合意したにもかかわらず、未だに

団体交渉は開催されず交渉開催に向けた事務的な話し合いさえも経営は拒否しています。更に西久保社長

をはじめとしたスカイマーク経営は交渉拒否だけに止まらず、組合員への組合脱退強要や組合活動を理由に

した執行委員長への年度末一時金の未払い等々不当労働行為を繰り返しています。 

6 月 2 日には NHK をはじめとしてテレビ各局や新聞社から、スカイマーク社の大量欠航便に関わる経営問

題について多くの報道がありました。この問題はスカイマーク乗員組合結成が結成以来指摘してきた「乗員不

足」による事業計画の破綻であり、「たった２名の機長の退職による一時的な問題」ではありません。 

一連の報道でスカイマーク社内では経営の破綻を危惧する声が強まっていることから、乗員組合は経営に

改めて団体交渉の開催を求めました。しかしながら経営はなんと委員長個人名宛に以下のような珍回答？を

社内のインターネットを通じて行っています。 
 

 
 
  以前から社長は日乗連への批判を行ってきましたが、この文書の中でも国土交通省の発言として日乗連への

批判も行っているようです。 

日乗連はスカイマーク乗員組合の活動を従来以上に支援するとともに、スカイマーク経営による日乗連批判に

対しても国土交通省との交渉等を含めて積極的に取り組みます。 


